
 

 

 

は じ め に 

 

本市では、これまで平成 27年度（2015年度）から令和 6年度（2024

年度）までを計画期間とする「第 2 次刈谷市環境基本計画」に基づ

き、市民・事業者の皆様とともに、持続可能な住み良い環境づくりを

推進してきました。 

 このたび、「第2次刈谷市環境基本計画」の計画期間の終了に伴い、

更なる取組の推進を図るため、令和 7年度（2025年度）から令和 16 

年度（2034年度）までの 10年間を計画期間とする「第 3次刈谷市環境基本計画」を策定しま

した。 

 環境分野は、身近な環境から地球規模の環境まで幅広く、近年、取り巻く状況も大きく変化

しております。 

 「第 2次刈谷市環境基本計画」を策定した平成 26年度（2014年度）以降、地球温暖化の進

行や気候変動に伴う様々な影響が顕在化しており、「低炭素化」から「脱炭素化」に世界的な

潮流が変化しました。 

 また、令和 5年度（2023年度）に生物多様性国家戦略が見直されるなど、世界的に SDGsに

基づく多様な取組が進められており、愛知県においては、暮らし・経済・環境の調和を目標と

した持続可能な社会の実現を目指す方向性が示されました。 

 本計画では、「人と自然が調和したまち」を未来の子ども世代・孫世代に「紡いでいく」た

めに、市民・事業者・行政が手を取り合いながら、脱炭素化や生物多様性の保全などの新たな

環境問題に対応するとともに、まちの発展と生活環境の保全が両立した住み良い環境づくり

を進めてまいりますので、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 最後に、この計画策定にあたり、貴重なご意見、ご提言をいただきました刈谷市環境審議会

の委員の皆様をはじめ、関係各位に心から感謝申し上げます。 

 

令和７年３月 

 

刈谷市長 稲 垣   武 

 



 

 

 

第 3 次刈谷市環境基本計画 

目 次 

 

 

第 1 章 計画の基本的事項 ................................ .....  1 

1 計画策定の趣旨 ............................................................. 2 

2 計画の概要 ................................................................. 3 

第 2 章 環境を取り巻く現況と課題 .............................  5 

1 国際的な社会情勢 ........................................................... 6 

2 刈谷市の現状 ............................................................... 9 

3 カーボンニュートラルの実現 ................................................ 13 

4 生活環境・自然環境の改善 .................................................. 15 

5 市民や事業者との協働 ...................................................... 19 

6 市民アンケート調査による分析 .............................................. 21 

7 事業者（団体）アンケート調査による分析 .................................... 27 

8 「これから」に向けた課題 .................................................. 29 

第 3 章 計画の基本方針 ................................ ......  31 

1 将来像と基本方針 .......................................................... 32 

2 評価指標 .................................................................. 34 

3 市民・事業者・行政の役割 .................................................. 36 

第 4 章 具体的な施策 ................................ ........  37 

基本方針 1 脱炭素化を目指す ................................................. 38 

基本方針 2 生活環境を保全する ............................................... 43 

基本方針 3 生物多様性を保全する ............................................. 49 

基本方針 4 みんなで育む ..................................................... 54 

第 5 章 計画の推進体制 ................................ ......  60 

1 計画の推進 ................................................................ 61 

資料編 ................................ ......................  62 

1 策定経過 .................................................................. 63 

2 市民・事業者（団体）アンケート調査 ........................................ 66 

3 刈谷市環境基本条例・環境審議会規則 ....................................... 102 

4 用語集 ................................................................... 107 



 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章 計画の基本的事項 

Ậ ẏԃ ͯ Ậ Ậ ʸ•ι

Ỏԃἐ Љ ṈЉת ằ

ⅎφ уӨ ☺

уӨ ☺Љ Ἠ♯  

֕ ♬ ♬ ҁᵽ

͒ − פֿ ↑ ☺ ї• ᷈

╕ ͒ 3ỗᴁΪ

ṭ  



 

2 

 

1 計画策定の趣旨 

 

È1É ǡ  

 ̧ 本市では、平成 26年度（2014年度）に「第 2次刈谷市環境基本計画」（以下、第 2次計画）

を策定し、「持続可能な環境をみんなで紡ぐ産業文化都市」を環境将来像として掲げ、環境

施策を推進してきました。 

 ̧ 第 2次計画の期間が令和 6年度（2024年度）に満了することを受けて、昨今の脱炭素化や生

物多様性の保全など、新たな世界的環境課題への対応などを踏まえて、カーボンニュートラ

ルの実現や、地域での生物多様性の保全に向けた取組等を、市民、事業者と連携・協力して

進めていくための、新たな「第 3 次刈谷市環境基本計画」（以下、本計画）を策定するもの

としました。 

 ̧ 第 2次計画に比べてより高い環境目標の実現を目指し、市民・事業者との連携を強化してい

きます。 

 

È2É ǡ∞ ǘǄ 

 ̧ 本計画は、環境基本法及び生物多様性基本法に基づき、国、県の計画や戦略等に準拠した、

本市の環境に関する総合的な計画として位置づけます。 

 ̧ 市の環境基本条例の目的や理念の実現に向けて、総合計画や都市計画マスタープラン、緑の

基本計画などの上位関連計画や、第 2次計画に基づく個別計画との整合性を図りつつ、改定

を行います。 

 ̧ 本計画は、生物多様性基本法第 13 条に基づく、刈谷市全域での生物多様性の保全及び持続

可能な利用に関する基本的な計画である「刈谷市生物多様性地域戦略」としても位置づけて

います。 
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2 計画の概要 

 

È1É ǡ  

 ̧ 令和 7 年度（2025 年度）から令和 16 年度（2034年度）までの 10 年間とし、必要に応じて

見直しを行います。 

 

È2É ǛǌǾ  

 ̧ 本計画では、刈谷市環境基本条例の基本理念に基づいた環境将来像を設定し、具体的な環境

施策を策定するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ǡ  

第３条 環境の保全及び創造は、市民が健康で文化的な生活を営む良好な環境を確保しつ

つ、将来の世代に継承されるように適切に行われなければならない。 

２ 環境の保全及び創造は、人と自然が調和し、環境への負荷の少ない循環型社会を基調

としたまちを目指して、すべての者が協働することによって行われなければならない。 

３ 地球環境の保全は、人類共通の重要課題であるとともに、日常の生活活動や事業活動

に密接にかかわっていることに考慮して、すべての者の自主的かつ積極的な取組により

推進されなければならない。 

市民・事業者の活動 
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È3É ǡ ╓ 

 ̧ 本計画の対象区域は刈谷市全域とします。 

 ̧ 刈谷市生物多様性地域戦略の視点からは、本市北部地域の自然を、緑地や池沼、河川などで

中部、南部とつなぎ、市域全体の生態系を保全するネットワークの構築に向けた取組みを促

進するとともに、本市関連計画と連携しながら、生物多様性の保全を図ることとします。 

 

È4É ╓ ¤ Ǟ Ǿ  

 ̧ 刈谷市生物多様性地域戦略を策定し、所掌する責任部局と関連部局は次のとおりです。 

責任部局 環境推進課 

関連部局 文化観光課、農政課、まちづくり推進課、公園緑地課、公園整備課、雨水対策課 

 

 

 

 

 
 
 

 

出典：第 4 次刈谷市都市計画マスタープラン 
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出典：第３次刈谷市緑の基本計画 
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1 国際的な社会情勢 

 

 ̧ 第 2次計画を策定した平成 26年度（2014年度）以降、地球温暖化の進行や気候変動に伴う

様々な影響が顕在化する中で、以前の低炭素化から、令和 32年（2050年）の脱炭素化（カ

ーボンニュートラル）に世界的な潮流が変化しています。 

 ̧ 生物多様性の観点では、生物多様性条約に基づく生物多様性国家戦略を策定・改定すること

が求められ、我が国でも令和 5年（2023年）に生物多様性国家戦略が見直されました。 

 ̧ 世界的に SDGs に基づく多様な取組が進められる中、愛知県では暮らし・経済・環境の調和

を目標とした持続可能な社会の実現を目指す方向性が示されており、本市においても脱炭素

化や生活環境の保全、生物多様性の保全への対応を視野に、計画の策定を進めることが期待

されます。 

 

ҌȔºɅɜȴɎºȱɒɔ ǡ  

 ̧ 平成 27 年（2015 年）の COP21 において採択された「パリ協定」を受け、国の「地

球温暖化対策計画」や愛知県の「あいち地球温暖化防止戦略 2030（改定版）」におい

て、令和 32 年（2050 年）のカーボンニュートラル社会の実現に向けた施策が進めら

れています。 

 ̧ 令和 5 年（2023 年）11 月～12 月に、アラブ首長国連邦（UAE）のドバイで開催され

た COP28 の合意文書では、「化石燃料からの脱却を加速させる」ことが初めて明記さ

れました。 

 ̧ カーボンニュートラル社会の実現に向けた要請が国内外で今後ますます高くなると考

えられます。 

 

 

 

 

ǒǔǡ ǼǊ 

ƾǼ ǌǾ

CO2ȅ Ǽǌ  

ƾǝ ȅ ǌ

ǾǆǛǚ Ǌǒ CO2

ȅ ǌǾ  

カーボン 

ニュートラル 

のイメージ 

脱炭素ドミノ

の概要 

出典：環境省 web サイト「脱炭素ポータル」 
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ҍ ǡ  

 ̧ 令和4年（2022年）にカナダ・モントリオールで開催された生物多様性条約第15回締約

国会議（COP15）では、令和12年（2030年）までの世界目標「昆明・モントリオール

生物多様性枠組」が採択され、各国はそれを踏まえ生物多様性国家戦略を策定・改定

することが求められました。 

 ̧ 我が国では、これに先立ち生物多様性国家戦略の見直しの検討を進め令和5年（2023

年）に生物多様性条約及び生物多様性基本法に基づく「生物多様性国家戦略2023-2030」

（第6次戦略）を閣議決定しました。 

 ̧ 愛知県では令和3年（2021年）に「あいち生物多様性戦略2030」が策定され、生態系

保全等の取組を推進することとしています。 
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Ҏ ɀɒȢȪȬȘǇǲǡ  

 ̧ 令和元年（2019年）に開催されたG20大阪サミットにおいて、令和32年（2050年）ま

でに海洋プラスチックごみによる追加的な汚染をゼロにまで削減することを目指す「大

阪ブルー・オーシャン・ビジョン」が共有されました。その実現に向けて、各国が対

策について情報共有を行い、相互学習を通じて効果的な対策を実施するため、「G20海

洋プラスチックごみ対策実施枠組」が採択されました。 

 ̧ 我が国では、これに先立ち「海洋プラスチックごみ対策アクションプラン」を策定し、

プラスチックごみの削減や流出防止に向けた取組を進めていくものとしました。 

 ̧ プラスチックの削減に向けた分別や資源循環の取組が今後ますます重要になると考え

られます。 

 

 

ҏ SDGsǡ  

 ̧ 平成27年（2015年）開催の国連サミットにおいて採択された「持続可能な開発のため

の2030アジェンダ」で掲げられた持続可能な開発目標（SDGs）は、社会が抱える問題

を解決し、世界全体で令和12年（2030年）を目指して明るい未来を作るための17のゴ

ールと169のターゲットで構成されています。 

 ̧ 国の「SDGs実施指針」では、国内実施、国際協力の両面において、誰一人取り残され

ることのない持続可能な世界に変革することを目指して取組を推進することを、愛知

県の「愛知県SDGs未来都市計画（第2期）」（令和4年（2022年））では『暮らし・経済・

環境が調和した輝くあいち』を目指し、経済・環境・社会の3側面から取組を進めてい

くこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 



 

9 

 

2 刈谷市の現状 
 

È1É ǼǊ¤ ǡ  

 ̧ 自動車関連産業で発展をしてきた本市は、活況な経済・産業を維持し、さらなる発展が期待

されるまちです。当面は人口の増加が見込まれる中で、市民の暮らしや経済活動を発展させ

ながら、一方でそれらの活動による環境負荷を減らしていく取組が重要となります。 

 

 

Ҍ ¤ ǡ ┌ 

 ̧ 国勢調査に基づく本市の人口は着実に増加しており、将来人口も令和24年度（2042年

度）頃まで増加する一方で、高齢化は一層加速すると予想されています。 

 ̧ 人口増加に伴う環境負荷の増加や、高齢化に伴うライフスタイルの変化を踏まえた対

策が期待されます。 

þ ǡ ┌Ǜ   

    
出典：国勢調査、刈谷市第 8 次総合計画 

 

 

ҍ ǡ ┌ 

 ̧ 本市の製造品出荷額は平成26年度（2014年度）から平成30年度（2018年度）にかけて

微増していました。 

 ̧ 新型コロナウイルス感染症の流行に伴う経済活動の縮小により令和元年度（2019年度）

から減少傾向に転じましたが、令和4年度（2022年度）には新型コロナウイルス感染症

の流行以前の約1兆6千億円に回復しています。 

þ ǡ ┌  

    
出典：工業統計、経済センサス、経済構造実態調査 
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Ҏ ǡ ┌ 

 ̧ 本市の経済の状況を市内総生産で見ると、第2次産業、第3次産業を中心に、平成26年

度（2014年度）以降安定した経済活動が続いています。 

 ̧ 令和元年度（2019年度）末からの新型コロナウイルス感染症拡大の中においても、市

内総生産は令和2年度（2020年度）に増加しています。 

þ ǡ ┌ 

 

 

 

 

 

    

 

 

ҏ ǫǡ∟  

 ̧ 本市では暮らしの中で自動車による移動が多く、通勤・通学の移動手段では、自動車

が約56％を占めている状況です。 

 ̧ 産業の活況な本市では、物流に伴う大型車の利用も多くなっています。 

 ̧ 市民の暮らしや経済活動が自家用車に依存する中で、公共交通の利便性を向上させる

とともに、自家用車利用時の環境負荷を軽減する取組を図ることが期待されます。 

þ ¤ ǡ  
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È2É ǡ  

 ̧ 世界的に地球温暖化が進む中で、わが国においても、極端な気温変化や数年に一度程度しか

発生しないような短時間の大雨などが観測されています。気候変動に伴う健康被害や災害被

害の発生が懸念される中で、地球温暖化の進行を抑制する取組に加えて、気候変動に私たち

自身が適応していくための取組が重要となります。 

 

Ҍ ּדǡ  

 ̧ 名古屋地方気象台の長期的な気温の変化を見ると、毎年の平均気温は上昇しており、

明治33年（1900年）より2.1℃上昇しています。近年では平均気温17℃前後が続いてお

り、令和5年（2023年）は平均気温17.5℃と非常に高い状況となっています。 

 ̧ 猛暑日（35℃以上日数）は増加傾向、冬日（0℃未満日数）は減少傾向にあり、季節感

の喪失や気温変化が重要な農作物の生育等に影響を及ぼしています。 

þ ǡדּ ┌ 
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ҍ ▓ ǡ  

 ̧ 全国的に、土砂災害や浸水害、中小河川の洪水災害の発生につながるような猛烈な雨

が頻発化しており、令和4年（2022年）には過去最多の年間161回、記録的短時間大雨

情報が発表されました。 

 ̧ 中部圏では、とくに岐阜地方気象台、静岡地方気象台において記録的短時間大雨情報

の発表回数が多くなっています。 

þ ǞƽǄǾ ǡ ┌            þ ǡ  

       
出典：過去の気象データ検索（気象庁） 出典：過去の気象データ検索（気象庁） 

 

Ҏ ǚǡ ǡ  

 ̧ 本市に甚大な被害をもたらした自然災害については、昭和34年（1959年）の伊勢湾台

風や平成12年（2000年）の東海豪雨が挙げられます。 

 ̧ 東海豪雨では、河川氾濫により多くの家屋や自動車などの浸水被害が発生し、市民の

暮らしや経済活動が大きな打撃を受けました。 

 ̧ 防災施策との連動も視野に気候変動への適応を図ることが期待されます。 

þ ▓ǚǡ  

      
     出典：愛知県ホームページ 境川流域        出典：刈谷市ホームページ 

       総合治水対策/流域の概要 
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3 カーボンニュートラルの実現 
 

 ̧ 世界的な脱炭素化の動きを受けて、国では2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、「2030

年度の温室効果ガス排出量を2013年度比で46％削減」を目指すことが示されました。 

 ̧ 本市でも令和 4年（2022年）2月にゼロカーボンシティを目指すことを表明しており、環境

都市アクションプラン〔令和 6年改定版〕で「2030年度の CO2排出量を 2013年度比で 48％

削減」を目指すこととしています。 

 ̧ 目標達成に向けて、市民の暮らしや経済活動から生じる温室効果ガス排出量の削減につなが

る取組を推進していくことが重要です。 

 

Ҍ ּד ȕȢוֹ  

 ̧ 本市からの温室効果ガス排出量は、平成25年度（2013年度）以降減少傾向が続いてい

ます。 

 ̧ 令和2年度（2020年度）は、新型コロナウイルス感染症の流行に伴う経済活動の縮小等

により、温室効果ガス排出量は大きく減少しましたが、令和3年度（2021年度）は、新

型コロナウイルスで落ち込んでいた経済の回復等により、増加に転じました。 

 ̧ 本市では特に産業部門、運輸部門のCO2排出量が多くなっているため、事業者と連携

しながら、これらの部門を中心に削減を図っていくことが期待されます。 

 

þּד ȕȢוֹ ǡ ┌           þ ¤ Ǜǡ CO2 ǡ  

     

 

出典：刈谷市環境都市アクションプラン 出典：・刈谷市環境都市アクションプラン 
・愛知県ホームページ  

2021 年度温室効果ガス総排出量について 

・日本国温室効果ガスインベントリ報告書 
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ҍ ¤ּק ǡ CO2  

 ̧ 本市の産業部門「製造品出荷額当たりのCO2排出量」は、平成20年度（2008年度）か

ら令和3年度（2021年度）にかけて増加したものの、国や県の値を下回っています。 

 ̧ 本市の家庭部門「1 世帯当たりの CO2排出量」は、平成 20 年度（2008 年度）から令

和 3 年度（2021 年度）にかけて減少したものの、国や県の値を上回っています。 

 ̧ 事業者、市民と連携し、今後も市民の暮らしや経済活動からの排出量を抑えていくこ

とが期待されます。 

þ ǒǽǡ CO2        þ0 ǒǽǡ CO2  

     

 

 

Ҏ ¤ ȕȢǞǻǾȑȶɔȗº   

 ̧ 本市の電気の年間エネルギー消費量は、平成 22 年度（2010 年度）から減少傾向にあ

り、令和 2 年度（2020 年度）には、新型コロナウイルス感染症の流行に伴う経済活動

の縮小等により大きく減少しました。その後、新型コロナウイルスで落ち込んでいた

経済の回復等により、令和 3 年度（2021 年度）の年間エネルギー消費量は大きく増加

しました。 

 ̧ 都市ガスの年間エネルギー消費量は、平成 22 年度（2010 年度）以降、ほぼ横ばいで

推移しています。 

 ̧ 脱炭素化に向けて、エネルギー消費抑制のための取組を推進する必要があります。 

þ Ǧ ȕȢǡ ȑȶɔȗº  
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4 生活環境・自然環境の改善 
 

È1É ǡ  

 ̧ 市内には多くの工場があり、経済活動やそれに伴う輸送が活発に行われています。 

 ̧ 市民の暮らしや経済活動から発生する汚染物質や廃棄物、騒音・振動などを抑制し、安心で

安全な生活環境を保全していくことが重要です。 

 

Ҍ ǡ  

 ̧ 公害苦情の件数は、平成 31 年度（2019 年度）から令和４年度（2022 年度）にかけて

増加傾向にありましたが、令和 5 年度（2023 年度）に減少しました。 

 ̧ 令和 2 年度（2020 年度）以降は、大気汚染や悪臭に関する苦情が増えています。 

 ̧ 市民の生活環境を守るため、公害苦情に適切に対応する必要があります。 

þ 7 ǡ ǡ ┌ 
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ҍ ꜠ ǡ ┌ 

 ̧ 窒素酸化物（NOx）、浮遊粒子物質（SPM）、微小粒子状物質（PM2.5）は平成 30 年

度（2018 年度）以降減少傾向にあります。光化学オキシダント（Ox）は微増傾向で推

移しています。 

 ̧ 工場や自動車からの窒素酸化物等の排出を抑制することが重要になります。 

þ ꜠ ǡ ┌ 

    

 

Ҏ Ǉǲ ǡ ┌ 

 ̧ 本市でのごみ処理量は、平成28年度（2016年度）から令和元年度（2019年度）にかけ

て増加傾向にあります。新型コロナウイルス感染症の流行に伴う第3次産業の縮小によ

って、事業系ごみの排出量が大幅に減少したため、令和2年度（2020年度）以降はごみ

処理量が減少していますが、ウィズコロナへの移行とともに、今後は増加に転じる可

能性があります。 

 ̧ 家庭系ごみ、事業系ごみ共に、市民や事業者と連携しながらごみ排出量を削減してい

くとともに、ごみ焼却時の温室効果ガス発生量の抑制に努めることが期待されます。 

þǇǲ ǡ ┌ 
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È2É ¤ ǡ  

 ̧ 生物多様性は、「生態系の多様性」、「種の多様性」、「遺伝子の多様性」の 3 つの多様性から

成り立つと定義されています。 

 ̧ 生物多様性を脅かす特定外来生物の駆除や多様な動植物の生息・育成空間の整備に向けて、

市民や事業者が生物多様性への理解や関心を高めていくことが重要です。 

 

Ҍ ¤  

 ̧ 全国的に特定外来生物の増加が懸念されており、本市においても様々な場所で複数目

撃されています。 

 ̧ 生物多様性の保全に向けて多様な動植物が生息しやすい環境の整備や、市民や事業者

の意識を高める取組が期待されます。 

 

þ ǡ   
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出典：レッドデータブックあいち 2020（愛知県） 

出典：愛知県特定外来生物対策ハンドブック（愛知県） 
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ҍ 1 ǒǽǡ Ⱨ  

 ̧ 自然環境の保全について、住民 1 人当たりの都市公園面積は、県内でも比較的充実し

ていますが、全国平均には満たない状況です。身近な自然環境の充実に向けて、環境

視点での都市公園の機能向上等が期待されます。 

þ 1 ǒǽ Ⱨ È2022 É 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ҏ Ƿ ȅ Ǟ ǋǾ ǡ  

 ̧ 市民意識調査での「緑や自然を身近に感じている市民の割合」を見ると、平成24年度

（2012年度）から平成30年度（2018年度）にかけて減少傾向にありましたが、令和2

年度（2020年度）から増加しています。 

 ̧ 事業者による、自然とふれあえる場の積極的な提供や、官民連携による環境学習の土

台づくりにより、市民の環境意識を向上させることが期待されます。 

þ Ƿ ȅ Ǟ ǋǾǆǛƿǚǀǾǛ ƹ ǡ  

    

 

 

66% 64% 65% 62%
67%

71%

0%

20%

40%

60%

80%

2012 2014 2016 2018 2020 2022 ( )

出典：刈谷市市民意識調査 

ґ Ƿ ƿǻǽ╗   Ƿ ǡ Ǟ ȅ ǗǆǛƿǚǀ

ǾǻƹǞ  ǛǨǿƵƻǾ ǘǂǽǷ  ȅ ǌǾǆǛƿ ǈǿǱ

ǌ¡ 

Point  

Ø Ù 8. 64Ԝ/  

     È18∞/ 54 É 

 

È É ¤  

Ø₲ Ù 8.48 Ԝ/  

Ø Ù  12.45Ԝ/  
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出典：かりや環境学習ガイドブック 
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5 市民や事業者との協働 

 ̧ 市民の生活環境の保全に加え、地球温暖化の緩和や気候変動への適応、生物多様性の保全な

ど、世界的な環境問題に対応していくためには、行政が主体的に環境問題に取り組むだけで

なく、市民や事業者と連携し、対策を講じていくことが期待されます。 

 

Ҍ ǡ נּ  

 ̧ 本市では様々な環境関連講座を開催し、より多くの市民が環境学習に参加できる機会

を増やしてきましたが、平成25年度（2013年度）以降、講座等の参加者数は減少傾向

にありました。 

 ̧ 新型コロナウイルス感染症の流行に伴い講座の中止が続きましたが、講座の新設によ

り令和4年度（2022年度）は参加数が増加しました。引き続き、より多くの市民の環境

意識の醸成に取り組むことが期待されます。 

 

þ ǡ נּ         þ ǝ È2024 É 

    

 

764

650

266

920

782

0

200

400

600

800

1,000

2013 2016 2019 2022 2023È É

( ) ¤ƾǽǷȑȜȾɕɜȲɓº  

¤ȓȓȖɜȚȍȗȘ  

¤ ǚ ǡ ǀǵǡ  

¤ȼȓȱºɀǚ ǀǵǡ Ǌ 

ȶȬȱɘºȘǞǗƷǙ ǯƹ  

¤ ǚ Ȁƹ¨ȑȜ  

¤ Ǉǲ ǘǂǽ  

¤ȂƾǽǷǌƷ ǘǂǽ  

¤ ǽזּ¤ ǡ טּ  

¤Ô ǡ ÕÊ Ë 

¤ÔSDGsÈ ÉÕÊ Ë 
出典：刈谷市の環境 



 

20 

 

 

 

ҍ ȅ ǚǀǾ ǡ╔  

 ̧ 環境関連講座の実施を推進するためには、環境教育を実践できる人材の育成が重要で

あるとの認識のもと、環境支援員養成講座を開催し、修了者数の増加に努めました。 

 ̧ 令和3年度（2021年度）からは、年間講座としてかりやエコフレンドリー事業を開催し、

環境に配慮した行動を実践する市民の増加に努めています。 

 ̧ より効果的で実践的な手法を検討し、取り組んでいくことが期待されます。 

þȑȜȾɕɜȲɓº ǚǡ ǡ  

  

דּ  טּ  
 ǞǗƷǙ ƻǻƹ  

1 ǡ Ǜ ȔȏɜȤɒºƾǼ דּ טּ
ǞǗƷǙ ǩ 

ȭȋº 
 SDGsȅ Ǌǻƹ  

ȕȢȑȶɔȗº ǡ  

 
 ǡ ǞǗƷǙ ǯƹ  

ǡȼȓȱºɀǚ ǞǗƷǙ ǩ 

ⱳ  
 SDGsȅ ǯƹ  

SDGsǡ ǞǗƷǙǡ ⱳ Ǟ  נּ

ȑȜ  
 ȑȜǝ ȅ ǯƹ  

ǞǷǈǊƷ Ƿ Ǆǝǜ ּק ǚǚǀ
ǾȑȜǝ ȅ ǩ 

 
 1 ȅ ǽ ǖǙ  Ǟ ƾǐƹ  

1 ǡ ǽ ǽǷ ƽǻǦ ǡ  

 

Ҏ ǡ  

 ̧ 市内の企業で太陽光発電や省エネ機器の導入など、地域の脱炭素化への取組が進めら

れています。 

 ̧ 市が開催している様々な環境講座について、市内の企業と協働で実施しています。ま

た、「産学官民」の連携による生態系の保全活動が進められています。 

þ ǡ  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

þ ǡ ǞǻǾ  

ÈɈȠȠȬȽȋȔɈɈȕɊ É 

Ғ ǻǽ ǂǡ ƿ Ǟ ȅǵǔ  ǝ ȅ ǚǀǾǻ

ƹǞ  נּ ǡ Ƿנּ ȅ ǌǾǆǛƿ ǈǿǱǌ¡ 

Point  

出典：刈谷市ホームページ 

出典：令和 5 年事業者（団体）アンケート調査結果 出典：刈谷市ホームページ 

25.2%
2.2%
1.4%
5.0%
7.2%
7.9%
7.9%

28.8%
77.7%

20.9%
12.9%

7.2%
6.5%
4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ȜȡȐȶɕºȠɐɜȠȢȯɉ
ÈHEV ǂÉ
ǡ

șɓºɜȔºȯɜ
ǡ  טּ ǡ טּ

ǡLEDּט

ȕȢ

ǐǡ n:135
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6 市民アンケート調査による分析 

 ̧ 本計画の策定に先立ち、第 2次計画策定当初からの市民の環境意識の変化や、新たな環境問

題への関心の高さ等を把握するため、令和 5 年（2023 年）11 月に市民へのアンケート調査

を実施しました。 

 

    

 

18 ∙ ǡ ǡ ȅ ǛǊǙ ⌡ Ǌ  ǚ ȅ ¡ 

ǡ URL¤ ȹºȜºȲƾǼǡ webȾȒºɉǚǡ  ǱǒǢ
ǞǻǾ ¡ 

 1,000  

 
545 È 54.5ðÉ  ƹǔ web ¥231    ¥314  

 25 È2013 É È ǞǻǾ É¥384 È 38.4%É 

 

 

È1É ╓ ǫǡ≥ Ƿ  

 ̧ 第 2次計画策定時から、近年の地域環境に変化を感じていない市民の割合は多くなっていま

すが、市の環境に関する取組の評価については、多くの分野で満足度が高まっています。 

 

Ῥ ╓ ǡ ǞǗƷǙǡ  

 ̧ 地域環境が「良くなっている」「やや良くなっている」と回答した人は約4割で、平成

15年（2003年）調査から大きな変化は見られませんでしたが、「変わらない」と回答し

た人の割合は増加傾向にあります。 

þ ǡ ╓ ǡ ǞǗƷǙǡ   

    

9.5%

8.1%

5.5%

27.0%

29.2%

29.2%

43.5%

40.1%

31.0%

15.4%

14.1%

21.5%

3.9%

5.2%

10.1%

0.7%

3.4%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023

2013

2003

ǂǝǖǙƷǾ ǷǷ ǂǝǖǙƷǾ ȂǼǝƷ ǷǷℓּטǊǙƷǾ ℓּטǊǙƷǾ
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ҍ Ǟ ǌǾ ǡ ǡ Èלּ Ǜ É 

 ̧ 平成25年（2013年）から令和5年（2023年）の変化を評価すると、全体的に取組に対

する満足度が高まっている状況にあります。 

 ̧ 環境保全の取組を「満足度」と「重要度」の視点でみると、「c まちづくりや交通面に

おける環境配慮」は重要度が高い一方で、満足度が特に低い状況にあります。 

 ̧ 重要度が高まっている主な取組を見ると、「h 環境に配慮した産業活動・農業の促進」

や「n 連携と取組の組織化」、「o 環境関連の情報発信」となり、これらの一層の推進

が期待されます。 

þ Ǟ ǌǾ ǡ ǡ Èלּ Ǜ É 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ̧  

  

Ʒ

Ʒ

1.31

0.44
ƷƷ

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

l

m
n

o

p

q

0.8

0.9

1.0

1.1
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1.3
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1.5

1.6
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2013
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ă   ȅ  Ǌטּ נּ  

ȅ ǴǙƷǱǌ¡ 

Ø Ù       Þ 2 

     ǷǷ     Þ 1 

     ǷǷ     Þ 1 

           Þ 2 

Ø Ù       Þ 2 

     ǷǷ     Þ 1 

     ƵǱǽ ǚǝƷ Þ1 

     ǚǝƷ   Þ 2 

ƿ ǂ 

ǵ Ʒ 

ǵ 

ǵ Ʒ 

a ǡ זּ  ǡ

b ǡ

c ǱǔǘǂǽǷ ǞƽǄǾ

d ǐǡ ǡ È  וּ  ℓ ~ É

e ǡ

f ǡ ǡ

g Ǟ Ǌǒ ǡ

h Ǟ Ǌǒ ǡ

i ȑȶɔȗº ǡ

j ǡ

k ǡטּ

l ƾǝ Ⱨǡ

m ╔¤ ǡ

n Ǜ ǡ טּ

o ǡ

p ǡ

q ǡ
נּ  

ƿ Ʒƿ 

Ǣ Ʒ 

ƿ Ʒƿ 

Ǣ Ʒ 

ғ ǡ ǈǞ ǊǙ ƿ ǂǝǖǙƷǾǱǔǘǂǽǷ ǝǜ

ǡ ƿ ǈǿǱǌ¡ 

Ҕ ƿ ǱǖǙƷǾ ¤ Ǜǡ ǡ Ǟטּ ǌǾ Ƿ

ǝ ȅ ǌǾǆǛƿ ǈǿǱǌ¡ 

Point  
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È2É ǡ Ǜ≥  

 ̧ 環境問題への関心の高まりに対して、実際に環境保全活動に取り組んでいる市民は少ないた

め、取組に参加しやすい環境を整え、情報を発信していく必要があります。 

 

Ҍ ǫǡ Ǜ≥  

 ̧ 環境保護団体や地域の団体による環境保全活動への取組状況では、市民の 72％が「取

り組んだことがない」としています。 

 ̧ 将来的な意向として「取り組みたい」とする市民が 61％と多く、今まで取り組んだこ

とがない市民でも、環境保全活動への取組意識は高い状況です。 

 ̧ 環境問題への関心の高まりに対して、実際の行動には繋がっていないことから、将来

的な取組意識が高い市民が取組に参加しやすい環境を整えることが期待されます。 

 ̧ 将来的な意向として「取り組みたくない」とする市民に対しても、取り組みたいと感

じられるような環境保全活動を検討していくとともに、意識啓発を行っていくことが

期待されます。 

 

þ ǞǻǾ ǫǡÔ ǡ ÕǛÔ ǡ ≥ ÕÈ2023 É 

 

ǡ ≥  

ǡ  

ǽ ǲǒƷ ǽ ǲǒǂǝƷ 

ǡ

 

ǽ ȆǓǆǛƿ 
ØƵǾÙ 

132  
È26%É 

11  
È2.1%É 

143  
È28%É 

ǽ ȆǓǆǛƿ 
ØǝƷÙ 

183  
È35%É 

191  
È37%É 

374  
È72%É 

ǡ  
315  
È61%É 

202  
È39%É 

517  
È100%É 

※表中の値は、無回答を除いて集計したもの。 
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ҍ Ǟ Ʒ ǡ  

 ̧ 個人で行う環境に良い取組の実施状

況について「ごみの分別」「エコバッ

グの利用」など、比較的取り組みや

すい、家計面でメリットのある取組

を実践する人が多い傾向です。 

 ̧ 第2次計画策定時の平成25年（2013

年）調査と比べると、「物を修理して

使用」や「リサイクル商品の購入」

が増加しています。 

 ̧ 令和5年（2023年）調査で新たに追加

した「食品ロスの考慮」をしている

人は71.4%で、比較的実施率が高い

取組であると言えます。 

    

 

 

Ҏ Ǟ Ʒ ǡ Ǟ ǝǆǛ 

 ̧ 環境に良い取組の実施に必要なこと

では、「直接的なメリットがある」「支

援制度が使える」など、費用面に関

することの割合が高くなっており、

平成25年（2013年）調査と比べても

特に増加しています。 

 ̧ 令和5年（2023年）調査で新たに追加

した「スマホアプリ等で情報入手・

参加ができる」ことも実施に必要な

ことと認識されています。 

 ̧ 環境に良い取組を実施しやすくする

ために、スマホアプリ等を活用した

仕組みづくりや情報発信が必要です。 

 

 ҕ ǫǡ≥ ǡ ǱǽǞ ǊǙ  ǡ Ǟ ƿǖǙƷǝƷ ȅ

ǌǾǒǴ  Ǟ ǽ ǲǷǌƷ ǲǘǂǽǷ ȅ ǴǾǒǴǡ

ƿ ǈǿǱǌ¡ 

Point  

þ Ǟ Ʒ ȅ Ǟ ǽ ǳǒǴǞ 
 ǝǆǛ 

※各取組を「いつも行っている」又は「だいたい行っている」
と回答した人の合計 

【新規】は令和５年（2023 年）調査での新規追加項目 

þ Ǟ Ʒ ǡ  

È2023 ǞƽƷǙ ǡ Ʒ ∞ 10∞É  

93.2%

0.0%

73.5%

74.5%

69.8%

0.0%

56.0%

61.5%

51.8%

30.4%

35.6%

94.6%

88.6%
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73.4%
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71.4%

66.7%

61.9%

50.8%

38.6%

36.7%
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Ǉǲǡ

Ø ÙȑȜȹȬșǡ

ǫǡ

Ø Ù ɖȢǡ

ȅ ǊǙ

ȑȶּק ǡ

Ǉǲǡ ȅ ƻǾ

ɓȞȍȘɔ ǡ

Ʒ Ǚ ȅ ǄǾ

2013

2023

52.3%

52.1%

32.0%

34.9%

39.6%

10.4%

0.0%

4.7%

46.6%

60.4%

27.7%

32.5%

51.0%

8.3%

42.8%

0.7%
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ƿƵǾוֹ

ǝ

ɊɓȬȱƿƵǾ

ƿ Ǟ Ǿ

ǲȆǝǚ ǽ ǳ

ⱱ ƿ ƻǾ
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ǡ ǲƿƵǾ

Ø ÙȢɇɄȋɀɓ ǚ

¤ ƿǚǀǾנּ

ǐǡ
2013

2023

【新規】は令和５年（2023 年）調査での新規追加項目 
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È3É ǡ ǡ ǫǡ  

 ̧ 市民の安心で安全な暮らしを守るうえで、行政が主体となって実施する生活環境の保全や、

災害対策としての環境整備などが重要視されています。 

 

 

Ҍ ǡ ǡ  

 ̧ 環境分野で望む今後のまちの姿では、「不法投棄のない美しいまち」や「川や池がきれ

いなまち」、「空気がきれいなまち」が上位にあげられています。 

 ̧ 令和5年（2023年）調査で新たに追加した「気候変動にも適応できる強靭なまち」の回

答が多くなっています。 

 ̧ 市民の生活環境の質を高めていくとともに、災害への不安なく安心して暮らせる環境

整備が期待されます。 

 

   þ ǚ ǳ ǡǱǔǡ  
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39.6%

36.5%
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ҍ ȅ Ǿƹƻǚ ǓǛ ƹ  

 ̧ 環境を守るうえで最も重要な役割を担う主体として、過去からの変化を見ると、国や

地方公共団体等の「行政」が主体的に関わることの期待が高まっています。 

 ̧ その中にあっても、「市民」や「事業者」の取組が重要とする意見も半数以上を占めて

います。 

 ̧ 環境問題には、行政と市民・事業者がそれぞれの立場でできることに取り組むことが

必要です。 

 

   þ ȅ Ǿƹƻǚ ǵ ǝ ȅ ƹ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.2%

53.6%

13.9%
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7 事業者（団体）アンケート調査による分析 

 ̧ 本計画の策定に先立ち、第 2次計画策定当初からの事業者の環境意識の変化や、新たな環境

問題への関心の高さ等を把握するため、令和 5 年（2023 年）11 月に事業者へのアンケート

調査を実施しました。 

 

    

 
Ǟ ȅ ǂ È ÉǞ ǚ ȅ ¡ 

ǡ URL¤ ȹºȜºȲƾǼǡ webȾȒºɉǚǡ  ǱǒǢ ǞǻǾ ¡ 

 300  

 

139 È 46.3ðÉ  ƹǔ web ¥61    ¥78  

 25 È2013 É È ǞǻǾ É¥113 È 37.7ðÉ 

 

 

Ҍ ǡ  

 ̧ 市内で活動する事業者の環境保全活動の実施状況では、平成25年（2013年）調査と同

じく「所有地の緑化」や「地域の美化運動への参加」、「職員の環境教育等」が上位と

なっています。 

 ̧ 全ての項目で環境保全活動を実施している事業者は減少しています。中でも「行政の

環境保全施策への協力」や「環境保全のための投資拡充」といった、負担の大きな活

動への取組が減っている状況にあります。 

 

   þ ǡ  
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ҍ ǡ ǫǡ  

 ̧ 環境活動の実施における課題では、平成25年（2013年）調査に比べて「採算が合わな

い」「リスクが高い」ことだけでなく、「行政の支援がない」「情報が入手できない」こ

とを問題視する事業者が増えています。 

 ̧ 環境活動による事業活動への影響として、「制約となるが取り組まざるを得ない」の意

見が多く、「コスト増となり好ましくない」とする意見が平成25年（2013年）調査より

2倍以上に増えています。 

 ̧ 環境活動の推進をマイナスとして捉える事業者がいる中、経済活動と環境活動の両立

のための支援や情報発信が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ҏ Ǟ ǽ ǳɊɓȬȱ 

 ̧ 環境保全活動に取り組む事業者の

メリットとして、「企業、事業所そ

のもののPRにつながる」や「エネ

ルギーや物品等のコスト削減につ

ながる」と回答した事業者がそれぞ

れ4割程度であり、特に従業員数の

多い企業が重要視しています。 

 ̧ 従業員数100名以下の企業では、

「商品やサービスの付加価値につ

ながる」として、新たなビジネス面

でのメリットが大きいと考えている

傾向があります。 

 

 
Ҙ ǡ ǡ Ǟ Ǆǒ ƿ ǽǗǗƵǽ  ǡ Ǟǵ ǝ

≥ ƿ Ʒ ǚ  ǝ ǞǗǝƿǾנּ ⱱǷ ƿ ǈǿǱǌ¡ 

Point  

þ Ǟ ǽ ǳǆǛǡɊɓȬȱ 
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13.7%

24.5%

6.5%

32.3%

35.4%

12.1%

25.3%

8.1%

65.0%

45.0%

17.5%

22.5%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80%

¤

ǐǡǵǡǡPRǞǗǝƿǾ

ȑȶɔȗºǷ ǡ

ȜȢȱ ǞǗǝƿǾ

ǒǝ ǷȞºȼȢǡ

ǞǗǝƿǾ

ǷȞºȼȢǡ

לּנּ ǞǗǝƿǾ

ǐǡ ╢ 100 זּ∙

╢ 101 ∙

þ ȼȡȶȢǡ ǞƽǄǾ  þ  

25.0%

43.8%

18.8%

18.8%

37.5%

34.4%

6.3%

9.4%

41.9%

35.5%

32.3%

25.8%

45.2%

29.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

ƿ ȂǝƷ

ǡ≥ ƿ Ʒ

ǡ ⱱƿǝƷ

ƿ ǚǀǝƷ

ɓȢȘƿ Ʒ

ȋȍȰȋ ƿ

Ǟ ǢǝƷ

ǐǡ

2013

2023

16.8%

37.2%

57.5%

5.3%

6.2%

19.4%

36.0%

52.5%

10.8%

10.8%

0% 20% 40% 60%

ǀǝ

ȼȡȶȢȪɌɜȢ

ȜȢȱ ǞǝǾƿ

ƿ ǌ

ǛǝǾƿ

ǽ ǱǉǾȅ ǝƷ

ȜȢȱ Ǜǝǽ

ǱǊǂǝƷ

ǐǡ

2013

2023
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8 「これから」に向けた課題 
 

 ̧ 本市では、市民や事業者の環境に対する興味関心は高い一方で、費用面や時間面での負担の

大きい活動が進みにくい状況にあり、省エネやリサイクルなど身近に取り組みやすい活動が

中心となっています。 

 ̧ 生活環境の保全が引き続き重要となることに加え、脱炭素化に関する国や県の目標の達成や

生物多様性の保全に対する重要性が高まる中で、市民・事業者と行政が連携して、市内で活

動する「みんな」の力を結集し、取り組んでいくことが期待されています。 

 

 

課題❶ 低炭素化から【脱炭素化】へ 

דּ ǡטּ Ǟ ǄǙ  ǚ ǋǾּד

ȕȢוֹ ǡ ȅ ǌÔ Õǡ

ƾǼ 2050 Ǟ Ǟּד ȕȢוֹ ȅ ȥ

ɖǞǌǾÔ Õǡ Ǟ  ǀǂ ǽƿ

ȂǽǱǊǒ¡ 

Ƿ   ǡ Ǟטּ Ǆǒ ȅ ǌǾǒ

ǴǞǢ  ǓǄǚǝǂ  Ƿ Ǜ ǊǙ

Ǟ ǽ ǳ ƿƵǽǱǌ¡ Ǌǒ

Ǟ Ǆ  Ƿ ǞǛǖǙǵɊɓȬȱǡƵ

Ǿ ȅ ⱱǊǙƷǂǆǛƿ ǚǌ¡ 

 

課題❷ 安心安全で持続可能な【生活環境】の保全 

ǚǢ  Ƿ ƿ Ǟ Ǌ Ǳǔǡ

ȅ ǲ ǊǙƷǾ╗ ǚ ǐǿǞ ƹ ꜠

Ƿ ǡ ǫǡ ꞌƿ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

ǡ ȅ ǾǒǴ  ¤ ǝǜǡɋ

ȴȨɓɜș  ǝ ǡ ȅ

ǌǾǛǛǵǞ  ǡɒȍȾȢȨȍɔǡ Ƿ

ǡ ǡ ǝǜ  ǝ ƾ

Ǽ↨ ¤↨ ǚ ǀǿƷǝ ǲǷǌƷǱǔǘǂǽȅ

ǌ ƿƵǽǱǌ¡ 
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課題❸ 人と自然がつながり共生する【生物多様性】の保全 

ǡ טּ ╓ǞǢ      ǡ

ƿ ǂ ǊǙƷǱǌƿ  טּ ╓ ǚǢ 

ǝ Ǜ  ǝ ȅ ƾǊǒ ƿ ƿǽ 

פֿ Ƿ ǞƽƷǙ ǝ ƿ ǈǿǙǀǱ

Ǌǒ¡ 

ǚǢ  ǡ ȅ ƾǌ ƿ

ǈǿǙƷǾǵǡǡ  ǡ №Ƿ ƿ Ǟǚ

ǀǙƷǝƷǒǴ  ǡ №ȅ Ǵ  ǡ

Ǟ ǌǾ ȅ ǴǾǆǛƿ ǚǌ¡ 

 

課題❹ 市民や地元企業と連携した一層の【参加・協働】の環境の充実 

Ǟ ǅǒØ ÙØטּ ÙØ

Ùǡ ǡ Ǟ ǊǙ  ǫǡ ƿ Ǳ

Ǿ╗ ǚ  Ǟ ȅ ǊǙƷǂǒǴǞǢ 

ǚ ǌǾ Ƿ ǡ ƿ סּ ǚǌ¡ 

Ǟ ǽ ǳǆǛǞǻǾ  ǡ Ǽ

ǊǷ ǞƽǄǾ ǝɊɓȬȱȅ ǌǆǛ

ǚ  Ƿ ǡ ȅ ǌǾǆǛƿ ǚǌ¡ 
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第 3 章 計画の基本方針 

Ῑ Ξ ͒

Ậ уӨᾳ ת Ỹ

ᵅ ᶆ ⁯ Ἠ ♯

Ậ ᶳ Ở  

Ὣ Ἠ♯ Ὣ Ẵṭ Ở
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1 将来像と基本方針 
 

È1É ǡ  

 

 

 

 

 ̧ 本市の第8次総合計画では、将来都市像を「人が輝く 安心快適な産業文化都市」と定め、

令和24年（2042年）までに、魅力あるまちづくりを進めていく方向性が示されています。 

 ̧ 刈谷市環境基本条例では、基本理念を次のとおり掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ̧ 地球温暖化の進行や、それに伴う気候変動の影響が拡大しつつあり、生物多様性の保全等の

新たな課題が見られる中で、これまで以上に市民、事業者と行政が手を取り合い、まちの発

展と自然環境の保全が両立した、未来の環境将来像を位置付けることが必要です。 

 ̧ 市内で暮らし、活動し、環境保全に向けて取り組む市民・事業者・行政を「みんな」と表現

し、未来の子ども世代、孫世代に、「人と自然が調和したまちを紡いでいく」という想いを

込めて、本計画の環境将来像を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ˲ ᴇ   

ṑᾓ ϑ 

ǡ  

第３条 環境の保全及び創造は、市民が健康で文化的な生活を営む良好な環境を確保し

つつ、将来の世代に継承されるように適切に行われなければならない。 

２ 環境の保全及び創造は、人と自然が調和し、環境への負荷の少ない循環型社会を基調

としたまちを目指して、すべての者が協働することによって行われなければならない。 

３ 地球環境の保全は、人類共通の重要課題であるとともに、日常の生活活動や事業活動

に密接にかかわっていることに考慮して、すべての者の自主的かつ積極的な取組により

推進されなければならない。 
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È2É ǡ  

 ̧ 環境将来像の実現に向けて、第 2次計画を継

承しながら、これからの課題に適切に対応す

るため、4つの課題それぞれに対応した基本

方針を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ṑ ͪЋ  ὄⱲὄЋ ṑ ͪ  

ҁ͌░ ₣ỷ͌ ͭר ᶀϓ
╕ ỸẴ

уӨ ☺ӣ Ỏԃἐ ע
−ЉуӨ ☺ Ἠ♯ ₢⁮  

Ṧᵂ 3R ₢⁮ Ậ
Ỏԃἐ ז ᶺ ѽ ∆
ᾐ ⅝ ˓ổ  

 

ŧ 

Ẵṭ 2- 1 −ЉуӨ  Ӳ ʤ ז  

Ẵṭ 2- 2 −ЉуӨ ☺ ѯ ↔  

Ẵṭ 2- 3 ╕ ᾐ ₢⁮ 

重点 

ẉ ר ͪЋ  ᷀  

Ậ − פֿ ↑ ☺ ‏
דּ− −˟уӨ у

Ө ☺  

Ậ Ỏԃἐ ᶺ↓ ⁬֕ ỡ◦
уӨ ☺ Ὣ ↑ δ ☺
Љ Ἠ ♯ ῾ Ӝ Љ ằ
̻ ᶺ  

 

Ũ 

Ẵṭ 3-  ₣ уӨ ☺ 

Ẵṭ 3-  ☺ 

Ẵṭ 3-  − ש ☺ 重点 

 ᾓ ϑ ὕ  

уӨ ӂͫ ͯ ⅎφ҉
ͭר ˞҉

ѳפֿ Ậ Ỏԃἐ ᶺ↓
ע Ὣ  

ϧἧ уӨ Ὣ ↑ δ Ἠ♯
ẇͽ ῾ Ӝ ˋủז ἧ
ѕ ằ̻ע ᶺ  

 

ũ 

Ẵṭ 4- 1 Ậ уӨӰ˟ ז  

Ẵṭ 4- 2 Ậ Ỏԃἐ  ע

Ẵṭ 4- 3 Ậ וֹ  ע

重点 

ӓ  2050 ₴ ׄ  

ӂͫ ͯ ъ 2050
Ằ Ậ Ỏԃἐ ᶺ↓

ע ˞ ♬ͯ Ἠ ♯  

♬ͯ ˞ Љ↑ͯ ẏԃ
ῒ ḽ ѾѮ

י♬ ₢⁮  

 

 

Ŧ 

Ẵṭ 1- 1 Ỏԃἐ ♬  ͯ

Ẵṭ1- 2 уӨ Κ ᾶ ₢⁮ 

Ẵṭ 1- 3 Љ  

重点 

 

ѯ ⁯ Ỹᵅ ᶆ Ὣ

Ẵṭ ˂  

Ẵṭ ֥ Ἠ♯

Ῑ  

С Ậ− פֿ ↑ ˞╪  
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2 評価指標 

 ̧ 計画の進捗管理において達成状況の評価を行うための「評価指標」を設定します。 

 

方針 1 脱炭素化を目指す ～2050年カーボンニュートラルに向けて～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 2 生活環境を保全する ～安心安全な生活環境の確保～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

͔  ˘ ӓ ї ѹ ᾍ ₴↓  

 カーボンニュートラルの実現状況を分かりやす

く表現し、脱炭素化への道筋を明確にするため、

二酸化炭素排出量の削減率（対2013年度比）を設

定します。 

 産業部門、家庭部門、運輸部門等における発生

状況をモニタリングしていきます。 

基準値(2021 年度)  

2013  

18. 5ð  

目標値(2034 年度） 

2013  

58.4ð  

͔  ЏВ˧ ѫ ⁸ Ҋֻ 

 日々の暮らしや事業者の経済活動において、自

動車への依存傾向が強くなっています。 

 公共交通の利便性を高め、過度に自動車に依存

せず環境にやさしい交通体系を目指します。 

基準値(2024 年度)  

59. 6ð 

目標値(2034 年度） 

62.8ð 

͔  Ẏ ṑḨ  

 本市では過去に大気汚染・水質汚濁、騒音など

様々な公害問題等が発生していましたが、現状で

は大気（光化学オキシダント）が主な未達成項目

となっています。 

 今後、全項目での目標達成を目指し生活環境の

保全に取り組んでいきます。 

基準値(2023 年度)  

È טּ ȓ

ȖȠȩɜȱÉ 

∙  

目標値(2034 年度） 

 
 

͔  ₴ ї  

 リサイクルの推進や、不要なものを受け取らな

い考え方を浸透させて、ごみの年間排出量を削減

し、ごみとして処理せざるを得ないものを可能な

限り減らしていきます。 

 3Rなど市民や事業者の身近なテーマで取り組む

ことで、市全体のごみの排出量を削減します。 

基準値(2021 年度)  

53,4 44t/  

目標値(2034 年度） 

51,337t/  

※刈谷市環境都市アクションプラン［令和６年改定版］ 

※第８次刈谷市総合計画 

※刈谷市一般廃棄物処理基本計画 
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方針 3 生物多様性を保全する ～在来の生態系の未来への継承～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 4 みんなで育む ～パートナーシップによる将来像の実現～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

͔  ᷂  

 本市の自然生態系の基盤となる「緑」の量を未

来に向けて残し、増やしていくための目標として、

施設緑地面積を設定します。 

 二酸化炭素の吸収源にもなる「緑」の量を増や

し、適切に管理していくことで、気候変動による

生物多様性への影響の緩和を図ります。 

基準値(2022 年度)  

244ha 

目標値(2034 年度） 

260ha 

͔  ⁸К ʢ Ӳ ̝ ֓қᶧ̱  

 生物多様性の保全を着実に推進するためには、

実態把握と、適切な環境保全活動が必要です。 

 実態把握や環境保全活動の実施は、行政だけで

は難しい取組であるため、環境保全活動団体等と

の連携を強化していきます。 

基準値(2023 年度)  

4  

目標値(2034 年度） 

8  

͔  ṑ Ҳ Ⱳ ⁸ Ҋֻ 

 脱炭素化、生活環境の保全、生物多様性の保全

の取組は、行政だけでは目標の達成が困難であり、

市民との連携が重要です。 

 環境教育等の、市民の環境保全への関心を高め

る取組を通じ、市民の意識向上を図ります。 

基準値(2024 年度)  

86. 6ð 

目標値(2034 年度） 

88. 2ð 

͔  ṑ ↔ ̝ ₴ ֓қ  

 より多くの市民が環境保全に関心を持てるよう、

環境講座の開催やイベント等での意識啓発を行い

ます。 

 事業者の取組とも連携しながら、市民に対して

講座等への参加機会の周知啓発を行います。 

基準値(2023 年度)  

873  

目標値(2034 年度） 

2,000  

※第 3 次刈谷市緑の基本計画 

※第８次刈谷市総合計画 

С Ậ− פֿ ↑ ˞╪  
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3 市民・事業者・行政の役割 

 ̧ 本市が掲げる環境将来像の実現を目指し、基本方針に位置付けた施策を着実に推進していく

ためには、市民・事業者・行政がそれぞれの役割を認識し、主体的に行動しながら、相互に

連携して取り組んでいくことが必要です。 

 ̧ 環境保全に取り組んでいく際の、各主体に想定される役割について、以下にまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ậ  

Ỏԃἐ ᶺ ↓ 

市民の役割 

♬ͯ − פֿ ↑ уӨ ї• ổ уӨ ☺ Љ Ỹ◐

Ҿ  

уӨ ї ῾ ἽὝ Ỏԃἐ ᶺ↓ Ἠ♯ ┤Ԇ ẇͽ ầ ╕  

ú ǫǡ ȅ ǴǙ  Ǟ Ǟ  ǌǾנּ

ú ǒǔǡ ǼǊǡ ǚ ǚǀǾǆǛƾǼ ǊǙƷǂ 

ú ǚ ȂǿǙƷǾ Ƿ ǡ ǫǡ Ǟ ǴǾ 

事業者の役割 

ỎԃЉ уӨ ☺

Љ Ỹ◐ уӨ̘ת ┤Ԇ

Ҿ  

Ỏԃἐ Ἆγᶽᴭ ѐ ỡἎ у

ӨҘί Ἠ♯ Љ ṈЉת уӨ ☺Љ

Ἠ ♯ ╕  

ú ☺Ǟ ǽ ǳǆǛǡɊɓȬȱȅ≥

Ǌ  טּ Ǟ Ǟ ǽ ǳ 

ú ǡ ȅ Ǌ  ǛǊǙ ǚǀ

ǾǆǛǞ Ǟ ǽ ǳ 

ú ǛǊǙ Ǟ ȂǖǙƷǂ 

           行政の役割 

уӨ ☺Љ ᴁΪ Ỹ ₢⁮

Ậ уӨ ֥ Ἠ♯ ϯͯ ╣

Ҿ  

ᴁΪ → Ậ Ỏԃἐ ӣ

Ỹᵅ ˋủ Ậ ┤Ԇ Ậ

Ỏԃἐ Ἠ♯ ằ̻  

ú ƿ ǊǷǌƷנּ ǡ  

ú Ǜ Ǌǒ ǡ  

ú Ƿ Ǜǡ ǡ  

ú Ƿ ǡ ¤נּ ǡ  
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第 4 章 具体的な施策 
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基本方針 1 脱炭素化を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

    

 

 

 ̧ 事業活動による温室効果ガス排出量の削減を図りながらも、事業者の持続的な経営や産業の

発展のためには、事業活動の活発化も重要です。 

 ̧ 事業活動の活発化と温室効果ガス排出量の削減を両立するためには、事業所の環境性能を向

上させ、事業活動量あたりの温室効果ガス排出量を削減していく必要があります。 

 ̧ 環境性能を高める設備の導入支援のほか、設備導入のきっかけとなる省エネルギー診断の受

診促進に取り組みます。 

 

ǝ  

1 Ỏԃ ╚⁮אָ♬ ᾝ⅝  

2 ῒ ⁫ ז  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1- 1 

˗  

ӓ 

 ̧ ǡ ȑȶɔȗº ǡ Ƿ ☺ǫǡ

ȅ ⱱǊ  Ǟ ƹּד ȕȢǡוֹ ȅ

ǊǱǌ¡ 

 ̧ Ǣ ǝ ǛǊǙ  ǫǡ ȑȶɔȗº

ǡ ȅ ǌǾǛǛǵǞ  ȅוֹ ǊǙ

ƷǀǱǌ¡ 

 Ỏԃᾒ уӨ↑ ᶆῲ 

 ῒ ⁫  

טּ ǛǊǙ 

Ǜ ǊǝƿǼ

ǛǊǙ ǽ

ȆǚƷǀǱǌ¡ 

重点 

ῒ ⁫ ╧ · Ỏԃᾒ Ạ  Ӳ ╚ Ạ  Ӳ ̓ ш  Ӳ

ḱ ┘ Ỏԃᾒ Ṧᵂ ῒ ╚ ᶟ‫ ḽ−;

╚ ʼ Ҋṓ ḉᾙ ᶺ  

þ ȑȶ ǡ ǿ 

ɋᵅ ⁫  Ɍ ḉᾙṥ→ ɍ⁫ ᴕΌ╝ γ 
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1- 1 事業者の脱炭素化 

 

 

 

 ̧ 事業者による環境経営は、エネルギー利用の効率化や廃棄物の削減につながり、環境負荷の

軽減とコストの削減を両立することができます。また、環境負荷の少ない製品の開発やサー

ビスの提供は、会社の企業価値を高めていきます。 

 ̧ 環境経営への転換は大きな投資や人材育成等が必要となり、導入を困難と考える事業者も多

いことから、支援制度や取組事例等の情報を収集・発信することで、環境経営への転換を推

進します。 

 

ǝ  

3 ᾴѪԃᶆ ỸẴ 

4 ‫ẏԃҘίϋ ằ̻ ᾝ⅝  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ̧ 事業者による環境性能を高める設備の導入や環境経営への転換を推進するためには、実際に

取り組んだ場合の効果を示し、事業者の抱える不安を解消する必要があります。 

 ̧ 公共施設におけるZEB化や省エネルギー設備の導入に加えて、環境に配慮した行政運営を推

進し、その実施効果を発信していきます。 

 

ǝ  

5 ᶀӡẴ╚ ῒ ╚ ╣  

6 ᶀӡẴ╚ ZEB ͯ ₢⁮ 

 уӨ̘ת 

 Ỏԃἐ уӨ̘ת ₢⁮ 

 ᶀӡẴ╚ уӨ↑ ᶆῲ 

уӨ Ἠ ♯ Ἆγ ═ Ό Ỏԃἐỡ⁬ Ѫԃͻ ᷈ ᵈ̘ת  

Ѫԃ ᶆῲ ‫ ⱦὶ ỉ· ͻ ᶆῲ

ỉ ⁵ṗ˟→ Ξ Ӑ  

 
þ ☺ɕɆºȱÈȑȜȋȘȠɐɜ 21É 

уӨ ˢ 21 Ѫԃ ḉ уӨ

Ἠ♯ ᴕΌ уӨ̘ת ᶀ  
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基本方針 1 脱炭素化を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

    

 

 

 ̧ 本市では、市民の暮らしや経済活動に伴う移動手段が自動車に偏っており、当面は自動車へ

の依存傾向が続くと考えられます。 

 ̧ 自動車利用に伴う温室効果ガス排出量を抑制するためには、電気自動車や燃料電池自動車な

ど、次世代自動車の普及がカギとなります。 

 ̧ 次世代自動車の購入補助や、充電インフラの整備により、次世代自動車の普及を促進します。 

 

ǝ  

1 ỗⅎ ỡ ἒᶾ ᾝ⅝  

2 ᶀ ἒ ỗⅎ ỡ ἒ ᶟ‫ 

3 ᶀӡẴ╚ EV PHEVὢ ╕ ш  

 

 

 

 

 

 

 

 ỗⅎ ỡ ἒ ҷָא⁮ 

1- 2 

ṑ ᾜ

 

 ̧ ǫǡ Ƿ ǡ Ǟǻǽ 

◖ ǚǡּד ȕȢוֹ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 ̧ ȑȶɔȗº ǡ Ǟǻǽ ɒȍȾȢȨȍ

ɔƿ ǚǀǾǱǔǘǂǽȅ Ǵ  קּ ǚǡּד

ȕȢוֹ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 ỗⅎ ỡ ἒ 

ỗⅎ ỡ ἒ ҁỡ ἒEV ỡ ἒ FCEV ỡ ἒPHEV

ẕͯ ♬ ὶ ᾶ уӨ ỡ ἒ ᵈ  

Ḋ 12 2030 ‫ἒ ₲50 70 ỗⅎ ỡ ἒ ס  

ÈEVÉ ÈFCEVÉ 
ɀɒșȍɜȸȍȿɓȬȲ

ÈPHEVÉ 
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1- 2 環境負荷の少ないまちづくりの推進 

 

 

 ̧ 本市では、自動車と公共交通、自転車、徒

歩などを賢く使い分けるライフスタイルで

ある「エコモビリティライフ」を推進して

います。 

 ̧ 本市の地域公共交通計画（右図）では、鉄

道やバス等、まちの価値を高める公共交通

の充実と利用促進を進めています。 

 ̧ 歩行者や自転車の安全で快適な通行空間

の確保を推進します。 

 

ǝ  

4 ᶀӡᵺ ὢỸ  ⁮אָ

5 ֩ѕ ↔  

6 ỡ ἒ Љ  ⁮אָ

 

 

 

 ̧ 日常生活の脱炭素化に向け、環境性能が高い住宅や温室効果ガスの排出量削減に資する建築

物への切替を促進します。 

 ̧ 市街地において居住地及び都市機能を集約化し、コンパクトなまちづくりを推進することで、

移動やエネルギー利用の効率化を図ります。 

 

ǝ  

7 ῒ ὡ ҷ ז  

8 ẬϚ ḽϋ Ỏԃ ₢⁮ 

 ỡ ἒ ˒ Ἢ ẋ  ͯ

י♬  Ỹᵅ ₢⁮ 
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基本方針 1 脱炭素化を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

   

 

 

 

 

 ̧ 公共施設において、刈谷知立みらい電力（株）から供給される再生可能エネルギー由来の電

力の活用を推進し、その実施効果を発信していきます。 

 ̧ 水素エネルギーの普及促進に向け、事業者や市民に対し水素供給インフラの情報を発信して

いきます。 

 

ǝ  

1 ᶀӡẴ╚ ḽ−; Ӝӈ 

2 ₣♬ Ἶ ז  

 

 

 

 

 

 

 ̧ 住宅への省エネルギー設備等の設置を支援することで、市民が行う省エネルギー・創エネル

ギー・蓄エネルギーの取組を推進し、環境保全に対する意識の向上を図ります。 

 ̧ 公共施設への太陽光発電設備の導入を推進し、その実施効果を発信していきます。 

 

ǝ  

3 ὡ ӂͫ ͯ ṭ╚ ╚ ᾝ⅝  

4 ᶀӡẴ╚ אל ᵿ ╚ ╣  

1- 3 

 

 

 ̧ ȔºɅɜȴɎºȱɒɔǡ Ǟ Ǆ  סּ ȑȶɔȗ

º ǡ Ƿ  ǞǻǾ Ǟ ǊƷȑȶɔȗ

ºǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 ̧ Ǣ ǝ ǛǊǙ  ǞƽǄǾ סּ

ȑȶɔȗº ǡ ǫǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

Ἠ♯ ⁯  Љ ѯ ↔  

Ἠ♯ ⁯  ᴤ Љ ₢⁮ 



 

43 

 

基本方針 2 生活環境を保全する 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

    

 

 

 ̧ 市民の身近な生活環境の状況把握と、新たな公害物質等に適切に対応するため、愛知県と連

携しながら、法や条例等に基づく環境調査を継続的に実施していきます。 

ǝ  

1 ₣ ₣ נּװ ₣ỷш ỸẴ 

ͭר 2 ‪ ʣὍנּװ  Ӳ ḱ ỸẴ 

3 ҁ ₣ỷ Ώ͌░ נּװ  Ӳ ḱ ỸẴ 

 

 

2- 1 

ṑ

ᵃ  

 ̧ Ƿ Ǟ ǘǀ  ǝ ȅ Ǟ Ǌ

ǙƷǀǱǌ¡ 

 ̧ וּ ǡ ǞǗƷǙ  Ƿ Ǜ Ǌ  Ǟ

ꞌǌǾǛǛǵǞ  ǫ Ǟ ǌǾ Ƿ

ⱱȅ ƷǱǌ¡ 

Ἠ♯ ⁯  уӨ ḱ נּװ ỸẴ 

 Ậ Ѳ 7י ᶀϓ ֠  ̔

ͭר ‪ Ỏԃᾒאַ∟ ᴤ ᶏỎ ЅḀ  

ҁ͌░ ₣ỷ͌ ὡ ЅḀ  

þ 7 ǡ ǡ È2023 É 

ă 2023 Ǣ ꜠ Ǜ ǡזּ ǝǊ 出典：令和 6 年（2024 年）版 刈谷市の環境 
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2- 1 生活環境の状況把握・啓発 

 

 

 

 ̧ 「安心快適な産業文化都市」を将来都市像として掲げる本市においては、市民の安心快適な

生活環境を維持するために、産業を支える事業者との連携・協力が必要です。 

 ̧ 環境保全協定に基づき、事業者の積極的な環境保全活動を推進するとともに、公害の未然防

止と必要に応じた適切な指導に取り組んでいきます。 

 

ǝ  

4 уӨ ☺ӣ ѯ уӨ ☺ ₢⁮ 

5 Ỏԃἐ ỡἧ хể Ậ Ằ ᶀϓ ặ 

 

 

 

 

 ̧ 生活環境等の問題を市民や事業者が認識し、周囲への配慮を意識しながら、互いに住みやす

い生活環境を創るための情報発信や啓発に取り組みます。 

ǝ  

6 Ậ Ỏԃἐ −ЉуӨ ☺ ї ˋủᶆῲ ᶆ ז  

7 Ậ Ỏԃἐ ͭר ʣὍ ֠῾′ ╕ ͒ 

Ἠ♯ ⁯  Ỏԃἐ ע уӨ ☺ уӨ  

Ἠ♯ ⁯  −ЉуӨᶆῲ ᶆ ˋủ ז  
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基本方針 2 生活環境を保全する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ̧ 汚水による水質汚濁の防止のため、下水道処理に係る施設を適切に維持管理します。 

 ̧ 下水道供用開始区域外においては、合併処理浄化槽の導入を促進し、生活排水が適正処理で

きる環境を整えます。 

ǝ  

1 ͮ₣ Ӝ ϋầ֜˞ Ẵ╚ ╕ ˓ổш  

2 Ḁ ᾐ  ͯꜝ╚ ↔ Ỏԃ ᾝ⅝  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

    

2- 2 

ṑͪ

Ћ

Ḩ ρ 

 ̧ זּ ǡ┐ Ƿ טּ Ǟǻǽ ꜠ ȅ

Ǟ ƷǱǌ¡ 

 ̧ ǡ Ƿ ǝ┐ Ǟǻǽ  Ǟ ƹ

꜠ ¤ ¤וּ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 ̧ ƿ Ǌǒ Ǟ  Ǟ ǡ Ǟ Ǿǆ

ǛƿǚǀǾǻƹ  ƾǼǡ ȅ ƷǱǌ¡ 

 

 

Ἠ♯ ⁯  ͮ₣ ∆ᾐ  

 ͮ₣ Ӝ ϋầ֜˞  Ḁ ᾐ  ͯꜝ 

· ὶ −Љ ₣ ☺ ᾐ

 ͯꜝ  

ᾐ ᾐ  ͯꜝ

ᾒ ▐ ṽ ₣ ΐ╩

уӨ Ḁ ᾐ

 ͯꜝ и Ҿ  

þ טּ ǡȍɊºȡ  

出典：環境省 浄化槽サイトホームページ 

þּז ╓ 
Èȓɕɜȡ ǡ ╓É 

Ậ ẬϚ

ͯ֜˞ •

ͮ₣ ↔ ⁮

ͮ₣

ҷ ⁵ᶅ

94

ᴘ

 

ǡ ǝ

ǡ ȅ

ǛǊǙ ǽ ȆǚƷ

ǀǱǌ¡ 

重点 
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2- 2 生活環境保全のための基盤整備 
 

 

 

 ̧ 工場や事務所が多く集積する本市では、物流交通が集中しやすく、周辺市からの流入交通量

も多い状況です。 

 ̧ 主要幹線道路等を整備することで交通転換による渋滞緩和を促し、渋滞時に発生する排気ガ

スによる大気汚染の抑制を図ります。 

 ̧ 道路交通による振動や騒音が周辺の生活環境を損なうことのないよう、道路の適切な維持管

理を行います。 

ǝ  

3 Ὠ δΉ ᶆ ѯ ↔  

4 ╕ ˓ổш  

 

 

 ̧ 気候変動に伴う自然災害の激甚化や、大規模地震の発生が予見される状況の中で、災害発生

後、早期に日常の生活環境に戻ることができるよう、災害廃棄物の適正処理が重要です。 

 ̧ 災害廃棄物処理に係る課題の把握に努めるとともに、地域ごとに一時集積場所を定めるなど、

適正かつ迅速な災害廃棄物処理により市民生活及び地域の早期復旧を目指します。 

 

ǝ  

5 ṉϓ ѽ ᾐ ᴁΪ ᴩῥ ͒ ᴳ  

6 Ỗ ṉϓ ѽ ᾐ ῾ “ 

Ἠ♯ ⁯  ᵺ ҁ͌░ ͭר ‪ ⅝ 

Ἠ♯ ⁯  ṉϓᵭ ꜙһ ´−ЉуӨ Ӊ ᶆ ͒ᴩ  
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基本方針 2 生活環境を保全する 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

  

  

 

 

 ̧ 家庭や事業所における食品ロスの削減により、ごみの発生抑制を推進します。 

 ̧ 資源物の回収を向上させるため、不燃ごみや資源物の選別体制や選別処理方法等の効率化を

検討します。 

 ̧ 廃食用油の再利用や、リサイクル対象製品の拡大により、ごみの再資源化を推進します。 

 

ǝ  

1 ‗ Ṧ  W

2 Ῠ∟ ϩ ᴩ  

3 ‗ ḽỉᵃͯ 

 

2- 3 

ў

ы

 

 ̧ ɓȰɎºȢÈ É ɓɏºȢÈ É ɓȞȍȘ

ɔÈ ÉǡÔŨƇÕǡטּ ȅ Ǌ Ǉǲǡ

ȅ ǊǱǌ¡ 

 ̧ Ǉǲ ǡ ǝ┐ Ƿ Ǉǲǡ Ǟ

ǻǽ  ǝǇǲ ȅ ǊǙƷǀǱǌ¡ 

Ἠ♯ ⁯  ᾐ Ṧ  W

 3R  

Reduce Reuse Recycle ꞋῘ  

ᾃуיἎγ Ỹᵅ ᶆ Ἠ♯ ₢⁮  

リデュース（Reduce） 
資源の消費、ごみの発生を 

もとから減らす 

リユース（Reuse） 
繰り返し使うことで、 

ごみを減らす 

リサイクル（Recycle） 
資源として再び利用すること

で、ごみを減らす 
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2- 3 3Rと適切なごみ処理の推進 

 

 

 ̧ ごみ処理施設等を適切に維持管理し、ごみの安定的な処理を継続します。 

 ̧ 市民が、ごみの再資源化に取り組めるように、地域活動団体が実施する資源回収活動を支援

していきます。 

ǝ  

4 ᾐ Ẵ╚ ╕ ˓ổш  

5 ỉᵃεἽᾯ ᾦ֖⅝  

 

 

 

 

 ̧ 市民や事業者によるごみの不適正排出を防止するため、市民や団体との連携により、不法投

棄やごみの散乱についての情報を収集するとともに、必要に応じた指導を行います。 

ǝ  

6 ѽ ẋ ặ 

7 Ỏԃש ∆ ὶ ₢⁮ 

Ἠ♯ ⁯ 
 ∆ᾐ уӨ↔  

 ∆ ὶ ₢⁮ 

‗ ‗ ѽ

‗ Ḋ ѕ472

‗ −  

Ḋ ᴘ ‗ Ṧᵂᴘѕ

‗ Ṧᵂ ᶆ Ἠ♯ Ὕ

ҷ ז  

 ‗ ḽỉᵃ  ͯ

· ˱‗ Ạ ᵭ

‗ ḽ−ᾐ ᵭ ‫ ∟ ὶΚ

 

Ậ ˢ Ϲᶡӈ‗ ҷ ᶀ

˟̴ ố̴ ‗ εἽ ѕ

ᴄ ḽ−ᾐ Ἠ♯ ᶺ

 

 ‗ Ṧ  W

出典：消費者庁ホームページ 

Ọ ͽ ề 

þ ǡ Ʒ È É 

ᴾ  

ὫѾ  
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基本方針 3 生物多様性を保全する 

 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

  

  

 

 

 ̧ 生態系の保全に向けて、市内にどのような生態系が維持され、外来種の侵略を受けているか、

現状を把握したうえで、適切に対応する必要があります。 

 ̧ 在来種の保護活動や外来種の駆除活動の適切な実施に向け、国や県の見解や取組に関する情

報収集を行います。 

ǝ  

1 Ṗ Ἧ ϑ Ἧ ʤ ᵶ ֢ᾤЉ ╕  ͒

2 Ậ − ש Ỹ ʤ  ⁮אָ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3- 1 

 

ͪЋ 

 ̧ ╓ ǡ ǛǊǙ ǡ ǡ

Ǟ ǴǱǌ¡ 

 ̧ Ǟ ǌǾ ǡ №Ƿ ǡ ȅ ƹ

ǛǛǵǞ  ǞǗƷǙǡ ȅ Ʒ  Ǟꞌ

ǋǙ ȅ ǊǱǌ¡ 

 ̧ Ƿ ƿ  ȶȬȱɘºȘǡ

ȅ ǽ  ȅ╔ǳ ȅ ⱱǊǱǌ¡ 

Ἠ♯ ⁯  − ש ☺ ᶆ Ỹ ʤ ῾ ἽὝ 

Ǟ ǡ Ǳ

Ǿ ǡ ȅ

ǛǊǙ ǽ Ȇǚ

ƷǀǱǌ¡ 

 

重点 

（刈谷市生物多様性地域戦略） 
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3- 1 生態系の保全 
 

 

 

 ̧ 市内には国や市の指定する天然記念物が存在しており、絶滅危惧種とともに、適切な保全・

保護に取り組む必要があります。 

 ̧ 適切な保全・保護活動の実施には、市民や事業者の理解や協力が必要であることから、絶滅

危惧種や天然記念物の保全に関する情報発信を行います。 

ǝ  

3 ᾴ ∩ ׄ ☺Љ  

4 ╟ Ѭ Ἧ ї ῾ “ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ̧ 絶滅危惧種や天然記念物、在来種の生態系を侵略する恐れのある外来種を適切に駆除してい

くため、市民や事業者への情報発信や、駆除活動による啓発を実施していきます。 

ǝ  

5 ϑ Ἧ ї ῾ “ 

6 ϑ Ἧ֢ᾤЉ ỸẴ 

 

  

Ἠ♯ ⁯  Ѵᾶ ‏ ☺ ᵶ 

Ἠ♯ ⁯  ϑ Ἧ ṭ ỸẴ 

 ᾴ ∩ ׄ ☺ 

Ậ Ḿ ᾴ ∩ ӛ Ἠ ѣ ╩ ẅ ỡ−

ˢ ῃ 13 1938 Ḋ ◦Ҋ Ằ  

ῃ 36 1961 ˀ᷅ ᴽὡ ᵶЉ  

ᶺ ᵅṖ Η Ἡ  
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基本方針 3 生物多様性を保全する 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

   

 

 

 

 ̧ 生物多様性を支える生態系ネットワークの観点では、緑の拠点となる公園やため池等の自然

環境を、緑の軸となる河川や道路の自然環境によりつなぎ合わせることが重要となります。 

 ̧ 都市化が進む本市においては、緑の基本計画と連動しながら、緑の拠点や軸となる公共空間

を整備し、適切に保全・維持管理を行っていきます。 

ǝ  

1 ᶀ̴ ↔ ☺ 

2 ΐ╩ ỡ◦уӨ ˓ổш  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3- 2 

᷂

ṑ ͪЋ 

 ̧ ȶȬȱɘºȘǞƽƷǙ ǡ Ƿ ǛǝǾ  Ⱨ¤

פֿ¤ ǡ Ƿ ǝ┐ ȅ ƷǱǌ¡ 

 ̧ Ƿ ǞƽǄǾ ȅטּ ⱱǊ  ǝ

ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

Ἠ♯ ⁯  ӏ Ừ ᶀӡ֩ѕ↔  

 − ש  

− ש − ש ˟ ӏ ΐ╩ ͯ − ᶺ

уӨ ⱦ − ש ᶣ ᶳ ʹ Ḛ ӏ דּ− уӨ

β כֿ ӏ ˒  

出典：国土交通省 河川を基軸とした生態系ネットワーク 生態系ネットワーク形成のための手引き 

（刈谷市生物多様性地域戦略） 
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3- 2 緑地・水辺環境の保全 
 

 

 

 ̧ 市街化が進む地域では、良好な都市環境を維持していくために、保存樹木等の自然環境を適

切に保全していく必要があります。 

 ̧ 民有地・私有地の自然環境は、生物多様性の観点においても重要な役割を担っていることか

ら、住宅や事業所等の建築物における緑化や、保存樹木の保全に係る支援等を推進していき

ます。 

ǝ  

3 ͯ ᾝ⅝  

Ἱקּ 4 ╕ ☺ 

5 ₢⁮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 ẬẰ ◦Ҋ Ἱקּ  

ẬẰ ◦Ҋ ╧ᵿồ ῶ ồ Ằ  

Ἠ♯ ⁯ B Ẽ ỡ◦уӨ ☺ 

  

‏↑ ꞉ ϑ Ỳ

ͫ ῲ῁ Ἠ♯  

Ạ ᶛ ҁ ╜ ӂͫ ͯ

ặ  

Ậ · Ỏԃᾒ ỸẴ

Ậ Ỏԃἐ ӂͫ ͯ ṭ ₢⁮  

5 · Ḿ ὈῩ 

╧ᵿồ  ῶ ồ  

5 Ỏԃᾒ Ḿ ὈῩ 
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基本方針 3 生物多様性を保全する 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

   

 

 

 

 ̧ 農地は、農作物生産の面だけでなく、緑地機能という面でも重要な役割を担っています。 

 ̧ 今後、農業従事者の高齢化や気候変動の影響等を受け、農地の無断転用や遊休農地の増加が

懸念されています。農業従事者への指導や遊休農地の解消を推進し、農地を適切に維持管理

していきます。 

ǝ  

1 −ẏ ֜ ╕ ☺ 

2 ֜˞ ╕ ☺ 

3 Ҷ Љ  

 

 

 

 ̧ 農地を適切に維持管理していくためには、有害鳥獣による農業被害や農業の担い手不足とい

った問題を抱える農業従事者を支援することが重要です。有害鳥獣の計画的な防除や、新た

な農業の担い手の確保を推進していきます。 

ǝ  

4 ϓ Ὡ ֢ᾤ 

5 ὀ҉‫ ằ̻⅝  

3- 3 

᷂ ͪЋ 
 ̧ ǡǱǛǱǖǒ ǚƵǾ Ƿ

╓ǞǗƷǙ  ǝ ȅ ǽǱǌ¡ 

 ̧ ǡ ȅ ǌǾǛǛǵǞ  ǡ

Ǟǻǽ ǡ ȅ ǽǱǌ¡ 

Ἠ♯ ⁯  −ẏ ֜ ☺ 

Ἠ♯ ⁯  · ằ̘ת  ̻

（刈谷市生物多様性地域戦略） 
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基本方針 4 みんなで育む 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

   

 

 

 

 ̧ 脱炭素化や生活環境の保全、生物多様性など、環境保全に関する取組は、子どもからお年寄

りまで、あらゆる年齢層の市民の理解と参加の中で取り組んでいくことが必要です。 

 ̧ 年間を通して SDGs について学べるエコフレンドリー事業のほか、様々な環境講座の開催に

より、環境保全に関する意識啓発に取り組みます。 

 ̧ 産業・スポーツなど他分野のイベントで環境関係のブースを出展するなど、より多くの市民

が環境保全に関心を持てるよう、意識啓発に取り組みます。 

ǝ  

1 уӨᶼḹ ᶼ̽γ ỸẴ 

2 уӨїג ὶ  

 

 

 

 

 

 

 

4- 1 

⁸  

ṑ

ᵃ  

 ̧ ǡ ≥ ǡ Ǟ Ǆǒ ǡ Ƿ ȍɂ

ɜȱ ǚǡ≥ Ǟ ǽ ǲǱǌ¡ 

 ̧ ȅ ǛǊǒ ╔ȅ ǊǱǌ¡ 

 ̧ Ǟ ꞌǚǀǾ ȅ ǌǾǛǛǵǞ  ǫ

ǡ≥ Ǟ ǽ ǲǱǌ¡ 

Ἠ♯ ⁯  уӨ ☺Љ Ậ ẇͽ  ⁮אָ

 Ỏԃ 

Ỏ

ԃ מּ· ѕ

ѕ уӨᶼḹ

ẇͽ

Ἠ♯  

‰ SDGs Ϲ Ὼ

2 4 ⁵

˂ Ὕ  

þ Ū  ƾǽǷȑȜȾɕɜȲɓº  

ᶼḹ уӨᶼ̽γ 
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4- 1 市民への環境教育・啓発 

 

 

 ̧ 子どもたちが環境やエネルギーに対する関心を持ち、理解を深めてもらうため、市内で開催

される環境学習講座等の情報をまとめたガイドブックを作成し、参加機会の周知啓発に取り

組みます。 

 ̧ 市民が各家庭で実践可能な省エネ生活に取り組むことができるよう、チェックシートで取組

効果を見える化するエコライフデーを推進していきます。 

ǝ  

3 ᾴ Ϲ−ᶆ уӨϹὌ ὢỸ 

4 Ἠ♯₢⁮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ̧ 地球温暖化の抑制などの「緩和策」だけでなく、地球温暖化が原因とされる気候変動が引き

起こす影響への「適応策」についても同時に進める必要があります。 

 ̧ 気候変動に伴う災害被害や健康被害の軽減に向けた取組を推進していくとともに、気候変動

への適応の考え方に関する情報発信、啓発を図っていきます。 

ǝ  

5 ṉϓ ṭ Ậ ˋủז  

6 ῑ ṭ Ậ ˋủז  

7 ṥ ̚Ӽ ї ῾ “ 

Ἠ♯ ⁯  ᾳ Ẫ уӨӰ˟ ז  

Ἠ♯ ⁯  ҁᵽ ̚Ӽ ṭ͒ ₢⁮ 

 уӨϹὌ  

Ậ уӨӰ˟

₢⁮ Ἠ♯ ˢ

Ậ ;

Ậ Ỏԃἐ

ỸẴ уӨϹ

Ὄ ї ῾ Ὕ

ṴẪ ˺ₑ ṥ→

 

 С Ậ  

ӂͫ ͯ ặ

уӨ −Љ Ỏ

 

Ậ

уӨᴘѕ

ᴘ ◑

Ằ  
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基本方針 4 みんなで育む 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

   

 

 

 

 ̧ 環境保全活動への市民参加を促すためには、市民や団体による積極的な活動を推進し、市民

と行政が協働できる環境を整えることが重要です。 

 ̧ 市民や団体が行う道路、公園、河川などの環境保全活動に対し、報償金の交付やボランティ

ア保険への加入費用の支援等を実施していきます。 

ǝ  

1 С Љ ằ̻ 

2 ᶀ̴ ʜᵶγ Љ ằ̻ 

3 ΐ╩ʜᵶ Љ ằ̻ 

 

 

 

 

 

 

 

4- 2 

⁸ ˗

 

 ̧   Ⱨ ֿפ ǝǜǡ ȅ ƹ Ƿ

ȅ ⱱǊ  ǡ ȅטּ ǽǱǌ¡ 

 ̧ ƿ Ƿ ╔Ǟ ǽ ǲǷǌǂǝǾ

ǻƹ  ǡ ¤ ǝǜǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 ̧ ¤ ¤ ¤ ƿ Ƿ≥ ǡǚǀǾ ȅ ǄǱǌ¡ 

Ἠ♯ ⁯  Ậ ӣ уӨ ☺Љ  

¤ ƿ Ǌנּ

ǷǌƷ ǘǂǽǡǒ

Ǵ  ǛǊǙ

ǽ ȆǚƷǀǱǌ¡ 

 

重点 

 

 

 

 

 

 ᶀ̴ ʜᵶγ 

ᶀ̴ ʜᵶγ ˞

ᶀ̴ ʸ☺

˓ổш ӣ

 

Ậ

ᴘỖ

ᶀ̴ ʜᵶγ Љ

 ∏ⱷ ὄ  

 

֥ Ἱ ᴩ 

þ Ⱨ ₲ ǡ È É 
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4- 2 市民・事業者との連携 

 

 

 

 ̧ 本市では、環境保全活動や環境教育等について、事業者の積極的な協力のもと取り組んでき

た実績があり、今後も連携した取組を継続していきます。 

 ̧ かりや eco事業所認定制度により、事業所による省エネルギー等の取組の成功事例や、費用

対効果等をとりまとめて発信することで、事業者による環境保全活動を推進していきます。 

ǝ  

4 Ỏԃἐ ӣ уӨӰ˟ ỸẴ 

5 eco Ỏԃᾒ ⅝ ₢⁮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ̧ 市民・事業者・行政の協働による環境保全活動をより効果的なものにするためには、市民や

事業者からの意見を定期的に収集し、活動に反映させていくことが重要です。 

 ̧ 市民・事業者が参加する会議等を適切に開催し、意見の収集に努めます。 

 

ǝ  

6 уӨїג γҡ ϋḼ 

Ἠ♯ ⁯  Ỏԃἐ ӣ уӨ ☺Љ  

Ἠ♯ ⁯  Ậ Ỏԃἐ ᶺ↓ӣҡ Ὼ ╚  

 eco Ỏԃᾒ ⅝  

ecoỎԃᾒ ⅝ Ậ Ỏԃᾒ ע

ᶓ Ậ PR Ỏԃᾒ ỡἧ уӨ Ἠ

♯ ₢⁮ ⅝  

6 2024 4ᴘỖ Ậ 41Ἆ ἵ

уӨӰ˟ ῾ “ פֿ ע ᶺ
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基本方針 4 みんなで育む 

 

 

 

 

 

 

 

ї  
ἧ  

    

 

 

 ̧ 地球温暖化の緩和や気候変動への適応、ごみの適正処理や生物多様性の保全など、環境に関

わる取組は市内に留まらず、周辺市町村と連携して取り組む必要があります。 

 ̧ 国や県の法制度や計画を踏まえたうえで、周辺市町村と連携して、環境保全活動や環境教育

等を実施していきます。 

 

ǝ  

1 ∩ẅΐ− ש ӣҡγ ע Љ  

2 Ḋ ᴱ ῥ⅝ ῾ ἽὝ “ 

óǆǡ Ǣ  ╓ ǞƽǄǾ ǛǊǙǵ∞ ǘǄǙƷǱǌ¡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

4- 3 

⁸

 

 ̧ Ƿ   ǡ Ǟ ǌǾ ǞǗƷǙ

Ǌ  ╓ ǝ Ƿ ╔ ȅ ǊǙƷ

ǀǱǌ¡ 

 ̧ ǡ Ǟ Ǆ  Ǜǡ ǞǻǾ

ȅ ǊǙƷǀǱǌ¡ 

Ἠ♯ ⁯  ᶓ˞ ᶺ↓  ע

 Ḋ ̓ Љ 

Љ ẕͯ ♬(CO 2) ᵂ

(DE) ♬(Decarbonization)

уӨ (Eco) ѝ "

" Љ −Љ ♯ Ḁ ‫

ᵈ  

出典：環境省ホームページ 
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4- 3 市町村を超えた連携 

 

 

 ̧ 本市と知立市、民間企業とが共同出資して設立した「刈谷知立みらい電力（株）」との連携

により、脱炭素化や環境教育に資する環境施策を推進していきます。 

 ̧ 環境保全活動や環境教育等を広域的に実施するために、市内事業者だけでなく、市外事業者

が有する環境関連施設を活用した取組を推進していきます。 

ǝ  

3 С Е ע уӨẴṭ ỸẴ 

4 Ἶ Ậ וֹ уӨї Ẵ╚ Љ уӨӰ˟ ỸẴ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ἠ♯ ⁯  ᶓ˞ Ỏԃἐ  ע

 С ЕỦγἎ ╚  

С С Ậҷ Ậ

ѽ ᾐ Ẵ╚ С уӨ♯Ḁ

ḽ−;

Ậ ᶀӡẴ╚ Ӝӈ

 

Љ Ṉת˞ Љ↑ͯ Ѳ

ẏ Ή

Ậ ♬ͯ ₢⁮ Ἠ ♯  
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第 5 章 計画の推進体制 
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1 計画の推進 
 

È1É  

 ̧ 本計画の進行管理を定期的、継続的に行うため、以下の推進体制で計画を着実に推進します。 

①環境審議会 

 ̧ 学識経験者、事業者や各種団体の代表者、関係行政機関等で構成し、環境基本計画に基づく

施策の実施状況、目標の達成状況、年次報告書等に関する審議を行います。 

②庁内会議 

 ̧ 関係各課室で構成する庁内会議を組織し、市が実施する施策の実施状況、目標の達成状況の

評価を行い、庁内横断的な推進を図ります。 

 

È2É  

 ̧ 計画（Plan）→実行（Do）→点検・評価（Check）→見直し（Action）を行う PDCA サイクル

により計画を推進します。 

 ̧ 計画の進捗状況について、評価指標の確認と評価を実施し、環境審議会、庁内会議において

審議したうえで、以降の取組に反映し継続的な改善を図り、年次報告書により市民と事業者

に公表します。 

 

 

 


